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n=89 活性度 安定度 '肉童度 覚程度
運動前 -1.8 十3.2 十1.5 -5.0 
運動後 十3.7 十3.0 十6.8 十0.7
変動数 十5.5 -0.2 +5.3 十5.7
有意差 p<O.Ol n.s. p<O.Ol p<o.Ol 
表2. 朝のスクワット運動前後の気分変化
n二58 活性度 安定度 快適度 覚醒度
運動前 -1.8 十3.6 十1.8 5.4 
運動後 +5.6 十3.3 十8.9 トー2.3
変動数 +7.4 -0.3 十7.1 十7.7
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